
 

1 

第 383回 例会 

2021年 11月 17日 13:00～ 

■司 会 石野千香子 例会・出席・親睦委員 

■斉 唱 それでこそロータリー 

■出席報告 出席者数 14 名 / 27 名 

 出 席 率 51.85 % 

■ゲ ス ト 国際ロータリー２７６０地区 

ロータリー財団委員会補助金委員会 

足立 満 様（名古屋北 RC） 

■ビジター  

ニコボックス 

〇 国際ロータリー２７６０地区 

ロータリー財団委員会補助金委員会 

足立 満 様（名古屋北 RC） 

本日、卓話させて頂きます。どうぞ宜しくお願い致

します。 

〇 菊地富士子 会長 

足立満様、ようこそアイリスへ。本日、卓話たの

しみにしております。、 

〇 安井忠 ロータリー財団委員長 

今日もいい天気です。北ロータリークラブ足立

さん、卓話宜しくお願い致します。 

〇 岩崎幸弘 公共イメージ向上委員会委員 

昨日は次女２８歳の誕生日でした。グランコート

さんでケーキを買いました。 

会 長 挨 拶 

皆さん。こんにちは。本日

は第３８３回例会です。ご出

席いただきありがとうございま

す。 

名古屋北RCの足立満さん

よりロータリー財団の卓話を

いただきます。よろしくお願い

します。当クラブの幹事をして

いた時、名古屋北 RC よりガ

バナー補佐と地区幹事がご

来訪されました。「菊地幹事、名古屋北 RC俳句の会に

ぜひいらしてください。」と言われました。その後も様々

な会合でお目にかかり「俳句の会にいらっしゃいません

か」と誘われましたのでご挨拶を兼ねて伺ったわけであ

ります。そうしますと「本日より入会されました菊地さんで

す」と紹介され、入会しました。本日ご来訪くださった足

立さんはその俳句の会の会長さんであります。 

『枕草子』についてお話します。平安時代中期１００１

年頃一条天皇の皇后である中宮定子に仕えていた清

少納言によって書かれた随筆です。宮廷での生活や

身の周りのこと、四季折々の自然を観察して書かれたも

のです。内容は大きく分けて 3 つあります。趣の深いも

のについて綴っている「類聚的章段」。宮中で仕えてい

る時に起こった出来事を日記風に綴っている「日記的

章段」。そして自然の様子や身の回りのことについて綴

っている「随想的章段」があります。たとえば、「春はあ

けぼの」でよく知られている第一段は「随想的章段」で

す。内容をご紹介します 

「春はあけぼの。やうやう白くなりゆく、山ぎはすこしあ

かりて、むらさきだちたる雲のほそくたなびきたる」これ

は、春はあけぼのの頃が良いとし、徐々に白くなってい

く、山際の空が少し明るくなって、紫色のかかった雲が

細くたなびいている時の景色が良い、ということを述べ

ています。「あけぼの」とは「明け方」を意味します。「夏

は夜。月のころはさらなり、やみもなほ、ほたるの多く飛

びちがひたる。また、ただ一つ二つなど、ほのかにうち

光りて行くもをかし。雨など降るもをかし」「秋は夕暮れ。

夕日のさして山の端いと近うなりたるに、からすの寝どこ

ろへ行くとて、三つ四つ、二つ三つなど飛び急ぐさへあ

はれなり。まいて雁などのつらねたるが、いと小さく見ゆ

るは、いとをかし。日入りはてて、風の音、虫の音など、

はたいふべきにあらず」「冬はつとめて。雪の降りたるは、

いふべきにもあらず、霜のいと白きも、またさらでもいと

寒きに、火など急ぎおこして、炭もてわたるも、いとつき

づきし。昼になりて、ぬるくゆるびもていけば、火桶の火

も白き灰がちになりてわろし」「つとめて」は早朝のことで、

夏は夜、秋は夕暮れ、冬は早朝が良いと書いています。 

枕草子は、清少納言が宮仕えをしていた 7年間の出

来事や考えたことを書いた随筆です。枕草子を語る上

で絶対に外せない言葉に「をかし」「いとをかし」とは古

文では「趣がある、滑稽だ、魅力的だ」の意味がありま

す。また、同じ頃に中宮彰子に仕えていた紫式部は

『源氏物語』書いてます。枕草子は俳句でいう季語がた

くさん含まれており、季語そのものがなくてもその意味

がそのまま表現されて部分がたくさんあります。 

現代社会において感じる春夏秋冬の表現は様変わ

りしておりますが、多くの作られたものや事をすべて取り

除くと「春はあけぼの」でよく知られている「随想的章段」

の世界になりますね。 
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卓話 

皆様こんにちは。地区 R財団

委員会、補助金委員会の足立

と申します。名古屋北 RC より出

向しております。名古屋アイリス

RC 様は、名大付属病院の小児

科病棟への奉仕事業で地区補

助金を活用して頂いた実績があ

りますが、是非、次年度におか

れましても、皆さまのご寄付が原

資である地区補助金を活用されて奉仕事業を計画・実

施して頂きたいと思います。今年度はコロナ禍の影響も

あり、８４クラブ中、４８クラブの申請です。例年は５５前

後～６０クラブ弱が申請しております。  

本日は、細かい財団プログラムの説明はやめて２つ

のテーマに絞ってご説明したいと思います。初めにロ

ータリー財団の役割についてお話しします。 

まずは、こちらの写真をご覧下さい。この写真、どこ

だかお分かりになりますが？これは、１９００年代初頭の

シカゴ市内の写真です。つまり、ロータリーが生まれた

頃のシカゴの様子です。多くの人や車で活気にあふれ

ています。 

財団副委員長の和合 RCの福田さんにお聞きしたの

ですが、福田さんは９０年代初めにしばらくシカゴに住

んでいたそうです。その時に福田さんが現地のロータリ

アンから聞かされた事を少しご紹介したいと思います。

ロータリーが生まれた頃、つまり１９００年前後のシカゴ

の話です。  

シカゴは、古くから五大湖からミシシッピ川につなが

る水運の拠点として発展してきていましたが、１８９０年

代に入ると、大陸横断鉄道の開通によってさらに急速

に発展していきました。同時に多くの人がシカゴに移り

住んできたのですが、当時のシカゴの人口は約８割が

外国からの移民だったそうです。 

このようにシカゴは、東部から西部、あるいは南部へ

の往来の拠点でした。そして、さまざまな人々が行き来

するにぎやかな場所でした。こうして、西へ南へ一獲千

金を目指す人々が入り乱れて、商業道徳が乱れていき

ます。いわゆる「正直者が損をする」ような、金儲け第一

主義の精神がはびこっていました。そして間もなく、１９

２０年代からは、禁酒法の影響などで、アル・カポネに

代表される、いわゆるギャングが暗躍する街となってい

きます。 シカゴのダウンタウンの南半分はまだ治安が

悪くて、福田さんがいた 1990年代初めでも、そこら中に

子供の「当たり屋」がいたそうです。 

このあたりですね。右から左から複数の子供たちがヒ

ョイヒョイと飛び出してきて結構怖かったとの事です。だ

いたい１０才前後の子供たちでやはり貧しい黒人の子

供たちが多く、とにかく車を停車させないように、半分目

をつぶってアクセルを踏んだ記憶があるとの事でした。

止まってしまうと、一気に囲まれてしまって、どうにもこう

にも、車を発進できなくなってしまい、また場合によって

は大人たちが車に寄ってきて、怖いことになってしまう

そうです。また、当時でも、ダウンタウン南側のビルには

アル・カポネの時代の銃弾の跡が複数残っていたとの

事です。ちなみにポール・ハリスなど４人で始まったロ

ータリークラブ発祥のビルはこのあたりです。どちらかと

いうとダウンタウンの北側になります。また、国際ロータリ

ーの本部があるエバンストンはここです。シカゴ中心部
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から北へ２０ｋｍほどのところで、電車で３０分ほどです。

ビジネススクールなどで有名なノースウェスタン大学の

ある閑静な学園都市です。 

さて、そのような混とんとした社会情勢の中で、ビジネ

スマンにとっては「信じられる仲間」「信じられる取引相

手」が必要になってきます。そこで信じられる仲間、信じ

られる取引相手たちと「仲間内のグループ」と言います

か、「互助会的な組織」がつくられていくことになります。

ポール・ハリスの呼びかけで、「仲間内の集まり」として

始まったロータリークラブもその中の一つでした。当時

このような互助会的な組織はたくさんあったようです。 

ではなぜ、たくさんあった互助会的な組織の中で、ロ

ータリーが生き残り、しかも発展したのでしょうか？それ

は、一言で言えば、「社会との接点」を持ったからです。

元の言葉、英語では Service と表現していますが、日本

語ではやや硬い「奉仕」と訳されています。なんだか自

らほうきを持って行う道路の清掃活動をイメージしてしま

いますが、私たちの奉仕の本質は少し違います。自分

たちの持つ専門的知識や経験、幅広い人脈などを活

用してより良い社会作りに役立つことです。 

ロータリー発足当時の逸話をご紹介します。ロータリ

ーが発足して約１年後の１９０６年４月に、ポール・ハリス

は特許弁理士ドナルド・カーターに入会を勧めました。

しかし以外にもカーターは、入会の誘いを断るんです

ね。『職業を持って社会で生活している以上、職業を通

じて社会に貢献することが自分が存在する証になるの

であって、自分たちだけの利益にこだわって、社会的

に何もしない団体に将来性も魅力もない』と言って勧誘

を断わったそうです。 

しかし、ポールは落胆しませんでした。逆に、以前か

ら会員間の互恵と親睦のみに終始することに限界を感

じていたポールは、このことをきっかけに定款の改正に

踏み切って、再度クラブへの入会を促しました。すなわ

ち、シカゴ・ロータリークラブの定款に第３条を加えたの

です。 

シカゴ市の最大の利益を推進し、シカゴ市民として

の誇りと忠誠心を市民の間に広める、というものです。こ

の第３条については、『まったく利己的な組織は永続性

がない。もしも我々がロータリークラブとして生き残り、

発展することを望むならば、我々はある種の市民に対

する奉仕をしなければならない。この定款の改正は、

我々の市民に対する奉仕を含めるように、シカゴ・ロー

タリークラブの綱領の拡大を目的としたもの』と語られて

います。 

ご承知の方も多いと思いますが、これはロータリーの

象徴的な奉仕事業です。1909 年に市役所と公立図書

館の横に設置された２つの公衆トイレです。「より良い社

会のため」を目的とするロータリーの活動、いわゆる奉

仕活動のスタートであり、ロータリーの「社会との接点」と

の始まりです。 

サービス、つまり奉仕を通して社会との接点を重視し

てきたロータリーは、その後、社会情勢の変遷を生き残

り、さらに大きく拡大、発展してきました。一方、組織内

の相互扶助、互恵関係のみを重視したグループはその

後の社会情勢の変化の中で次第に衰退、消滅してい

ったのです。そして、そのロータリーの奉仕活動を資金

面で支えてきたのがロータリー財団です。さらに、ロー

タリー財団の支援プログラムも１００年の歴史の中でい

ろいろと工夫されてきました。 

その一つが、2013/14 年度にスタートした「未来の夢

計画」です。「未来の夢計画」の特徴を一言で言えば、

奉仕プロジェクトが「ロータリー財団本部主導」から「ロ

ータリアン主導」に変わった点です。 

つまり、ロータリアンが自ら事業を計画し、また自らの事

業に寄付金を使えるようになったのです。いわゆる地区

補助金、グローバル補助金と呼ばれているものです。よ

り多くのロータリアンが奉仕事業に参加できるよう意図さ

れたものです。 

①イメージで言えば、財団本部が主導して、②世界全

体の活動をカバーしていたものからいろいろな地域の

ロータリアンたちが、独自のアイデアと発想で事業を計

画し、実行する構図となりました。そして各ロータリアン
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からの寄付金は、自らの事業に使えることになりました。

ここで少し、活動の原資となる財団への寄付について

お話します。現在、地区では年次基金に１５０ドル、ポリ

プラス基金に３０ドルを目標として呼び掛けています。ま

たこれは、日本全体共通の目標でもあります。 

ちなみに、こちら名古屋アイリスロータリークラブ様で

は昨年度はお一人当たり、年次基金に 154.84 ドル、ポ

リオプラス基金には 30.97 ドルのご寄付をいただきまし

た。誠に感謝申し上げます。 

これは世界での寄付上位５カ国です。つい２年ほど

前までは日本はアメリカに次いで２番目だったのですが、

昨年は韓国、インドに抜かれて４位となりました。こちら

は、１人当たりのご寄付額です。日本は一人当たり１９７

ドルとなっています。一方、韓国は日本の２倍弱の３７８

ドル、台湾に至っては日本の２．２倍強の４３６ドルとな

っていますので、１人当たりの寄付金では、アジアの中

でも日本は韓国、台湾に大きく離されています。 

これは、寄付金がどのように使われたかを示すグラフ

です。よくロータリアンの方々で、財団はお金ばっかり

集めて何に使っているんだ！？という様なお話も聞くの

ですが、こちらのグラフは２０１９－２０年度のもので、総

額３億 6,200 万ドルですから約４００億円が支出されて

います。 

このグラフの一番のポイントは皆さんのご寄付のうち、

９１％がプログラム補助金とプログラム運営費に使われ

ているということです。つまり９１％が奉仕事業関連に使

われています。奉仕事業に直接関係しない、その他の

９％のうち、５％が寄付推進費用、４％が一般管理費と

なっています。そのうち、全体の４２％がポリオ根絶事業

に使われ次いでグローバル補助金事業に 26.5%、地区

補助金事業に 9.4%が使われています。 

さて、次はエンドポリオについてお話しします。ここで

少し蛇足ですが、、、。ロータリーでは「ポリオプラス」と

良く表現されますが、この「プラス」の意味がご存じでし

ょうか？恥ずかしながら私はそれまでそこに興味が惹か

れる事もなく、財団に出向してから知った次第です。

元々「ポリオプラス」の「プラス」とは他の５種類の伝染病、

「はしか」・「結核」・「ジフテリア」・「百日咳」・「破傷風」を

指し、ポリオの活動がいずれこの５種類にも広がるだろ

うと予測したものでありました。 

しかし近年、意味合いが変わってきており、ポリオ根

絶運動がもたらす遺産や、それに付随する波及効果な

どを指す場合が多くなってきております。ちなみにポリ

オワクチンは日本では現在４種混合ワクチンとして生後

３ヶ月から都合４回接種します。この４種とは、ジフテリア、

百日咳、破傷風、ポリオ⇒今は生ワクチンではなく不活

化ワクチンの４種類を指します。結核は BCG、はしかは

麻しん・風しん・おたくふく風、の新３種混合ワクチンと

なっています。 

実は、ロータリーのポリオ根絶活動は日本と非常に

縁が深いのです。これは１９７８年に東京で開催された

国際大会の写真です。そして、この東京での国際大会

で当時のクレム・レヌーフ国際ロータリー会長が健康の

向上、飢餓の撲滅、人と社会の発展を促進するための

新しい補助金プログラム「３H プログラム」を発表しまし

た。 
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この３Hプログラムによる補助金事業第１号が、１９７９

年にフィリピンで行われたポリオ・ワクチンの一斉投与で

す。６００万人の子供たちに投与されたのですが、その

効果が大いに評価され、１９８５年の「ロータリーの最優

先プログラム」に採択されるに至りました。 

その後、１９８８年に WHO やユニセフなどと共に「世

界ポリオ根絶推進活動」（GPEI）がスタートしたのです。

当時、世界中で約３０万人の子供がポリオを発症してい

ました。当時はポリオ根絶というのは「夢のまた夢」という

感じで、会員たちの中にも現実感はあまりありませんで

した。 

しかし、急速にポリオの発症国が減っていき、昨年は

ナイジェリアで根絶宣言が出されて、アフリカからなくな

りました。今はパキスタンとアフガニスタンの２ヵ国を残

すのみとなっています。しかも、皮肉にも新型コロナ対

策が徹底したおかげでしょうか、今年の発症はそれぞ

れ１例にとどまっています。 

ですが大変残念な事に 11 月 14 日に報告があり、ア

フガニスタンで１０ヶ月ぶりに発症例が報告されました。

男の子 1人、女の子 1人、の２名の発症で、これで現在

４名の発症となりました。 

しかし、まだ「４名のみ」で、ポリオ根絶への道は「あと

少し」です。 

ここ数年、パキスタンとアフガニスタンの国境沿いが

発症源でした。山岳に住むいくつかの部族は、国境と

は無関係に２つの国を往来していることがネックでした。

いわゆる、ワクチン投与から漏れてしまっていたんです

ね。そこでロータリーでは国境沿いにこのようなワクチン

投与のステーションを設けたり、山岳民族の５歳未満の

子供を見つけるとこうしてワクチン投与を行ってきました。

また、ワクチンを冷蔵保管して現場に届けるためのコー

ルドチェーンを整備したり、父親や母親たちにワクチン

投与の大切さを説明して回りました。 

皆さんご承知の通り、、一人でもポリオ発症者がいれ

ば、日本を含め、世界中の子供にワクチンを打たなけ

ればなりません。ですからアフガニスタンやパキスタン

だけの話ではないのです。逆に、ポリオが根絶されれ

ば、世界中でワクチンを投与あるいは接種しなくてもよ

くなります。経済的にも大きな効果があります。 

ポリオ根絶まで「あと少し」です。どうぞ引き続きご協

力をお願い致します。 

財団のモットーは「世界で良いことをしよう！」です。

是非皆様のご寄付が原資である地区補助金、グローバ

ル補助金などを活用して地域や社会に役立つ奉仕事

業を実践して頂ければ幸いです。そのためにも我々財

団委員会を活用して頂ければと思います。 

最後に若輩の私が何だか講釈の様に偉そうにお話

しましたが、何卒ご容赦下さいませ。これにて本日の財

団卓話を終わりとさせて頂きます。 

皆様、ご清聴誠に有難う御座いました。 

 


